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202３年～202７年 

住民発！東戸畑地区 小地域福祉活動第一次計画 

戸畑区東戸畑地区社会福祉協議会 

 
～みろくの地で育ててもらった私たちが、自慢のまちを未来につなげていくために～ 

 

 

 



 

ごあいさつ 

 

「東戸畑 人にやさしいまちなんちゃ♪ 

～みろくの地で育ててもらった私たちが、自慢のまちを未来につなげていくために～」 

 

住民発！東戸畑地区 小地域福祉活動第一次計画策定にあたり 

 

戸畑区東戸畑地区は戸畑中央小学校の南にあった小高い丘に弥勒菩薩が祀ら

れていたところから、その丘が弥勒山と呼ばれるようになり、その名称が今もこの地

に残っています。『みろく』の言葉は東戸畑市民センターのロゴマークとして使われ

東戸畑のまちを守ってくれています。 

歴史あるこのまちで、東戸畑地区社会福祉協議会は、「みんなが安心して暮らせ

る支え合いのまちづくり」の実現をめざし、地域住民をはじめ地域全体で協力しあ

いながら、昭和 41年より「ふれあいネットワーク活動」を開始し、“自分たちの地

域の福祉課題は自分たちで解決していく”という目的のもと「見守り・助け合い・話

し合い」の３つのしくみを中心に、様々な小地域福祉活動を展開してきました。 

ここ数年、感染症の蔓延により、今までの地域活動が大きく制限されました。そ

んな中でもいつも明るく前向きな気持ちを活動者全員が持ち続け、地域の方を支

えてこれたことは今までの活動で培った「絆」あってのことだと感じています。 

歴史あるこのまちに感謝し、未来まで元気あふれるまちであってほしい、この東

戸畑地区に住む一人ひとりがしあわせであってほしい。その思いをかなえるため、      

北九州市の地域福祉計画及び北九州市社会福祉協議会の地域福祉活動第六次

計画と整合性を持ちながら、小地域福祉活動第一次計画策定に取り組みました。

小地域での中長期の活動計画を策定し、取り組みを、段階的に進めてまいります。 

おわりに、この計画の策定にあたりご尽力いただきました本計画策定委員会委

員並びに、ともに課題を共有し、課題解決に向けご賛同いただいた地域団体の皆

様に、心より感謝申し上げ、ご挨拶といたします。 

 

令和４年 12月 

東戸畑地区社会福祉協議会 会長 

東戸畑地区小地域福祉活動計画策定委員会 委員長 

片 岡 生 子 

  



 

「東戸畑 人にやさしいまちなんちゃ♪ 

～みろくの地で育ててもらった私たちが、自慢のまちを未来につなげていくために～」 

 

住民発!東戸畑地区小地域福祉活動第一次計画（２０２３年～２０２７年） 
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１ 計画の特性 

（１）住民発信の行動計画 

この計画は、東戸畑地区の様々な福祉課題を解決するために、住民や民間団体が将来 

       の見通しを持って計画的に活動しようとするための民間の行動計画です。 

（２）小地域の生活を支える計画 

この計画は、東戸畑地区に住む人たちの「安全・安心な生活」を支えることを活動の 

       原点とする計画です。 

（３）北九州市及び北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所と協働する計画 

この計画は、北九州市及び北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所の計画と連携しな 

がら地域福祉活動を進めていく計画です。 

（４）東戸畑地区社協の活動指針となる計画 

この計画は、社会福祉協議会が地域福祉推進の中核的な団体としての方針や発展強化 

の道筋を明らかにする性格を有します。 

 

２ 計画の期間 

第一次計画は、２０２３年から２０２７年までの５ヵ年とします。 

ただし、計画期間中、地域を取り巻く状況に大きな変化があれば、見直しを行います。 

３ 計画の策定経過 

第一次計画策定委員会や、東戸畑地区で地域福祉活動に取り組む関係機関・団体からの幅広

い意見などを踏まえて、住民主体の地域福祉に関する計画を策定するため、小地域福祉活動第

一次計画策定委員会を設置しました。 

第１章 計画策定にあたって 
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１ 東戸畑地区の特徴 

（１）地域の特性 

戸畑中央小学校の南にあった小高い丘に弥勒菩薩が祀られていたところから、その丘が

弥勒山と呼ばれるようになり、その名称が今もこの地に残っています。 『みろく』の言葉は

東戸畑市民センターのロゴマークとして現在も地域を見守っています。 

東戸畑地区は、戸畑区内で西戸畑地区と共に戸畑村、戸畑市と歴史的に古く、旧市街地

のため高齢者の方も多いため、東戸畑まちづくり協議会をはじめ関係団体が連携して、夏

まつり・体育祭・もちつき大会・門松づくりなど、すべての年代の方が気軽に参加できる環

境づくりを目指しています。 

 

（令和４年４月 ふれあいネットワーク活動推進事業計画書より) 

　 人

設立

年月

ふりがな 世帯 小学校

会　長 中学校

％

名　称 電　話

校

(
地

)

区

社協名
東戸畑

人　口
4,583 活

動

範

囲

幸町、新池2丁目、新池3丁目、

千防2丁目１－４番、１２－１７

番、千防3丁目1，2，5，11番、

１８－２２番

サ

ロ

ン

活

動

状

況

サロン名

新池さつき会

みろくサロン

金曜サロン

生き生きニコニコ健康教室

木曜サロン

代表者
高齢化

率

32.7
飛幡中学校

片岡生子
地域包括

支援ｾﾝﾀｰ
戸畑1

校(地)区社会福祉協議会

昭和41年3月15日
世帯数

2,599

かたおか　あいこ 戸畑中央小学校

主たる

活動拠点

東戸畑市民センター 881-1019

住　所
〒804-0081

ＦＡＸ 881-1019
戸畑区千防３－１－１２

美禄公園いこいの家

第1木曜日

開催頻度活動場所

東戸畑市民センター 第4火曜日

東戸畑市民センター 毎週金曜日

東戸畑市民センター 第1・３月曜日

東戸畑市民センター

毎週火曜日

第２章 東戸畑地区の現状と取り組み 
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１ 基本理念 

「東戸畑 人にやさしいまちなんちゃ♪」 

～みろくの地で育ててもらった私たちが、自慢のまちを未来につなげていくために～ 

東戸畑地区では、子どもから高齢者まで、また、障害のあるなしに関わらず、誰もが住みなれたと

ころで安心して安全に暮らしていけるまちにしたいと願っています。 

地域の特性を踏まえ、住民の皆さんの理解と参画を得ながら、地域団体や関係機関との連携の

もと、「東戸畑 人にやさしいまちなんちゃ♪」を基本理念として、小地域福祉活動第一次計画を推

進していきます。 

２ 基本目標 

（１）基本目標１ 「まちも人もやさしくて住みやすいっちゃ♪」 

  歴史が紡いできた人と人とのあたりまえのつながりがこのまちにはあります。その強い結び

つきがこのまちの人たちを優しくしています。ずっとこのまちに住みたいと思ってもらえるような

魅力ある活動に力を注ぎます。 

（２）基本目標２ 「みんな健康で笑顔がいっぱいっちゃ♪」 

         講座や研修でおいでいただく講師の方が「ここはみなさん明るい！」と決まって言われます。

みなさんがご自身の健康づくりに一生懸命取り組んでいる姿勢や、仲の良い関係がそのよう

に映るのだと思います。それは私たちの誇りです。みんなが健康でいられるような学びの場の

提供やサロンの充実などを考えていきます。 

（３）基本目標３ 「まち中なんだけど田舎にいるようにホッとするっちゃ♪」 

  生まれ故郷に帰った時、見慣れた景色や人にホッとします。緑豊かな自然はなくても、ここに

はホッとさせてくれる人たち、仲間がいます。その関係を未来にまで繋げていけるよう、多年代

交流事業や地域文化伝承事業の充実に努め、みなさんひとりひとりにとって自慢できる東戸

畑のまちを造っていきます 

 

 

 

 

 

 

   

                                  

第３章 第一次計画の体系 
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３ 実施項目 （体系図） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 健康づくり事業へ積極的にかかわる 

周りの人にも声をかけ一緒に参加する 

☆オンライン講座の有効活用 

☆東戸畑健康づくり事業への参加協力 

⑦ 食生活改善推進事業に協力する。栄養

の大切さを周りの人にも伝えていく 

☆ふれあい昼食交流会への協力 

⑧ センター行事に興味を持ち、たくさんの

人が参加するように広報協力をする 

☆協力店舗へ掲示物を依頼 

☆見守り時にチラシ配布して広報協力 

 

⑨ 

〖重点目標Ⅱ〗 

サロン活動に新しい企画を取り入れ、

多くの人が興味を持ち参加できるよう

に取り組む 

☆サロンの広報強化 

☆参加者の声を聞き取り、関係を強化 

☆参加者の声を企画に反映する取り組み 

 

⑩ 

〖重点目標Ⅲ〗 

連絡調整会議を定期的に開催し、活動

者の情報共有に務めるとともに学びの

時間をつくる 

☆見守り訪問活動の報告と情報共有 

☆困りごと解決のための学びの場の開催 

⑪ 子どもたちが健やかに成長できるよう

応援・協力する 

☆朝の見守り活動を実施 

☆乳幼児とその親向けサロン（ふわふわ広

場）への支援 

⑫ 多年代交流事業を盛り上げ、世代間交

流から地域活動者を発掘する 

☆子どもたちの顔が見える・大学生との勉強

会等の取り組み（東戸畑すくーる）への協力 

⑬ 地域文化の伝承に協力して、東戸畑の

歴史を繋ぐ 

☆夏まつり・体育祭・もちつき大会・門松づく

りへの協力支援 

☆小学校と連携した取り組みの模索 

①  SDGｓを意識した活動をめざす ☆古紙回収への協力  

☆まち美化への意識向上 

②  みんなが自慢できるきれいな公園づくりのた

めに協力する 

☆公園愛護の活動（花植え・清掃） 

☆グラウンドゴルフ活動での愛護活動 

③  安全な町をめざしてパトロールを実施する ☆みろくパトロールへ参加    

☆散歩中も笑顔で挨拶を実行 

④  高齢者にやさしいまちをつくる 

 

☆福寿会（老人会）と手をつなぐ 

☆年長者を敬う企画（敬老会） 

 

⑤  

〖重点目標Ⅰ〗 

見守り活動を定期的に実施し、住民に安心な

気持ちを届ける 

☆行事の案内状配付協力   

☆季節ごとの健康情報届け 

☆困りごとや相談事の聞き取りを意識した関係作り 

基
本
理
念 

「
東
戸
畑 

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
な
ん
ち
ゃ
♪
」 

基本目標１ 【まちも人もやさしくて住みやすいっちゃ♪】 

基本目標２ 【みんな健康で笑顔がいっぱいちゃ♪】 

基本目標３ 【まち中なんだけど田舎にいるようにホッとするっちゃ♪】 

４ 



 

４ 重点実施項目 

 重点実施項目１ 見守り活動を定期的に実施し、住民に安心な気持ちを届ける  

 

 

    

  

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点実施項目における段階的な取り組みの年次計画】 

 主な取り組み内容 202３ ２０２４ 202５ 202６ 202７ 

①  行事の案内状配付協力      

②  季節ごとの健康情報届け      

③  困りごとや相談ごとの聞き取りを意識した関係づくり    
 

 

   

見直し 実施 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策として、戸別訪問や対面で

の活動が制限された。ここ数年の体調や環境の変化がつかみ切れて

いない。今までの絆が薄れている。 

 

困りごとなどを相談してくれる関係づくりのために、こまめに行事の案

内状や季節ごとの健康情報を届ける。草の根の活動で絆の再構築を

目指す。 

 

市民センターの行事やサロン活動の充実により、見守り対象者が自ら

外出し、地域住民とふれあう機会が増える事を目指す。 

 

５ 



 

 重点実施項目２ サロン活動に新しい企画を取り入れ、多くの人が興味を持ち 

参加できるように取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【重点実施項目における段階的な取り組みの年次計画】        

 主な取り組み内容 202３ 2024 ２０２５ ２０２６ ２０２７ 

①  サロンの広報活動      

②  参加者の声を聞き取り、関係を強化      

③  参加者の声を企画に反映する取り組み      

  

サロン５ケ所開催が定着してきたが、地域に住むあらゆる人に参加して

もらえるようなサロンになっているか、新たな参加者の増加が見えてこ

ない状況に企画不足やマンネリ化が見えた。 

 

サロンの広報活動を強化するため、年度初めにチラシを作成し、戸別

配布や参加者からの顔見知り配布を行う。参加者の声を聞き取りやす

い環境整備を整えるとともに、参加者の満足度アップを目指す。 

 

参加者自ら小さなサロン立ち上げる機運を高める。立ち上げに係る養

成講座などへの参加声掛けを行い活動者の確保も目指す。現在のサ

ロン活動者が新規サロン立ち上げを支援できる体制も整える。 

 

見直し  実施 

６ 



 

 重点実施項目３ 連絡調整会議を定期的に開催し、活動者の情報共有に務める

とともに学びの時間をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【重点実施項目における段階的な取り組みの年次計画】     

 主な取り組み内容 202３ 2024 ２０２５ ２０２６ ２０２７ 

①  見守り訪問活動の報告と情報共有      

②  困りごと解決のための学びの場の開催      

 

 

連絡調整会議での見守り報告が、その後の活動に反映されていないよ

うに感じている。事例を報告して、その後どのように繋ぎ、自分たちがど

のように関わるのかが整理できていない。 

 

見守りをこまめに行う事の確認と、見守り時にどのような視点を持つか

を学ぶ機会を設ける。またケースを多く知ることで対応についても学ぶ。

公的な支援にどんなものがあるか、講師を招いて学ぶ機会も設ける。 

 

困りごとを早く見つけられるような関係を築く。 

その解決に向け、最短で支援できるような知識を全員が持つことがで

きるようになる。 

 

実施 見直し  

７ 



 

 

 

１ 計画の承認と周知 

（１）東戸畑地区社会福祉協議会の連絡調整会議等を通じ、計画の承認と周知を行います。 

（２）計画の実施項目を進めていくため、関係機関・団体への周知・協力依頼を行います。 

（３）計画書概要版の配布やホームページ「東戸畑地区社協」への掲載、市民センター館報などで 

地域住民への周知を行います。その他、計画を推進していくために、計画の広報活動を行います。 

２ 計画を推進するための体制 

（１）小地域福祉活動第一次計画推進委員会の設置 

計画を推進していくために、東戸畑地区小地域福祉活動第一次計画推進委員会（以下、 

「推進委員会」という。）を設置し、計画の進行管理を行います。 

①関係機関・団体との連携 

②計画内容の具体的な実施方法 

③進行管理の実施 

などについて、推進委員会では協議を進めていきます。 

 

（２）計画の進行管理（推進委員会の開催） 

推進委員会を適宜開催し、次の点について確認します。 

①事業推進の計画・実行 

②事業推進の進捗状況 

 

（３）計画の評価 

    計画の中間年では計画全体の中間見直しを、最終年度には総括評価を行います。 

 

３ 第二次計画の策定 

第一次計画の推進状況を踏まえて、第二次計画の策定時期に、新たに第二次計画策定委員 

会を設置し、次期計画策定に向けての協議を進めていきます。 

 

                    

        

 

 

第 4章 計画の推進 

８ 



 

４ 小地域福祉活動第一次計画策定にあたり連携や協力をいただいた団体名簿 

№ 企業・会社名 

1 幸町外科医院 

２ 青木歯科 

３ あすか歯科 

４ グループホーム新池 

５ 戸畑千防郵便局 

６ （有）吉本工務店 

７ 有限会社西城電機商会 

８ 小早川商店 

９ 印章センター 戸畑店 

１０ 朝日湯 

１１ ベイカリー ブルー ベアー （B.B.B BAKERY BLUE BEAR） 

１２ セブンイレブン新池店 

１３ 戸畑なごみ保育園 

１４ 東戸畑まちづくり協議会 

１５ 東戸畑地区自治協議会 

１６ 東戸畑福寿会 

１７ 東戸畑地区民生委員児童委員協議会 

１８ 東戸畑市民センター 

１９ 戸畑区役所 

２０ 北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所 

 

                              

 
９ 



 

５ 小地域福祉活動第一次計画推進委員会（策定委員会）名簿 

№ 氏 名 所属団体・役職など 

1 片岡 生子 

東戸畑地区社会福祉協議会 会長  

東戸畑地区民生委員児童委員協議会 会長 

東戸畑小地域福祉活動計画策定委員会 委員長 

２ 吉本 茂行 

東戸畑まちづくり協議会 会長 

第 5協議会 会長 

３ 白川 惠子 東戸畑まちづくり協議会 顧問 

４ 廣松 克美 

東戸畑地区社会福祉協議会 副会長 

東戸畑まちづくり協議会 副会長 

第 1協議会 会長 

５ 若松 一恵 
東戸畑地区社会福祉協議会 副会長 

東戸畑地区民生委員児童委員協議会 副会長 

６ 木村 義昭 東戸畑まちづくり協議会 副会長 

７ 常盤 浩子 福祉協力員 

８ 平野 千絵子 東戸畑地区民生委員児童委員協議会 

９ 江頭 澄枝 福祉協力員 

１０ 若松 敏英 

第４協議会 会長 

福寿会 会長 

１１ 甲斐 弘子 東戸畑地区民生委員児童委員協議会 

１２ 谷 繹義 第 2協議会 会長 

１３ 南 良次 福祉協力員 

１４ 川口 勝己 第３協議会 会長 

１５ 大玉 政子 福祉協力員 

１６ 田中 直人 福祉協力員 

１０ 



 

１７ 中津 紀久代 福祉協力員 

１８ 古賀 博美 東戸畑地区民生委員児童委員協議会  第 9協議会 会長 

１９ 鹿子嶋 初美 福祉協力員 

２０ 山本 宏 福祉協力員 

２１ 宮本 信子 福祉協力員 

２２ 佐方 千枝美 東戸畑地区民生委員児童委員協議会 

２３ 南 良子 福祉協力員 

２４ 田頭 活子 福祉協力員 

２５ 加来 光世 福祉協力員 

２６ 桑原 タミ子 福祉協力員 

２７ 山口 照康 福祉協力員 

２８ 西田 知子 東戸畑地区民生委員児童委員協議会 主任児童委員 

２９ 山本 光子 福祉協力員 

３０ 箕内 ちづる 福祉協力員 

３１ 本永 惠子 福祉協力員 

３２ 篠崎 満子 福祉協力員 

３３ 荒木 恭二 福祉協力員 

３４ 吉川 明 福祉協力員 

３５ 川村 美知子 東戸畑地区民生委員児童委員協議会 

３６ 河中 光子 福祉協力員 

３７ 濵福 維美 東戸畑地区民生委員児童委員協議会 主任児童委員 

3８ 西川 信行 福祉協力員 

39 長谷川 香子 東戸畑市民センター 館長 

40 縄手 富美 北九州市社会福祉協議会 戸畑区事務所 職員 

１１ 



 

 

 

 

 

 

 

東戸畑地区社会福祉協議会 
〒804-0081 

北九州市戸畑区千防 3丁目 1番 12号 

東戸畑市民センター内 TEL・FAX（093）881-1019 

 

東戸畑地区社会福祉協議会 HP     東戸畑社協 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

戸畑区社会福祉協議会 
〒804-8510北九州市戸畑区千防 1丁目 1－1戸畑区役所 3階 

TEL 093-871-3259  FAX 093-881-8557 

ホームページ http://www.kitaq-shakyo.or.jp/tobata/ 

 

北九州市社会福祉協議会 
〒804-0067北九州市戸畑区汐井町 1－6 ウェルとばた 8階 

（地域福祉部） TEL 093-882-4425  FAX 093-873-1351 

ホームページ http://www.kitaq-shakyo.or.jp/ 

★社会福祉協議会のイメージキャラクター★ 

『プチボザウルス』（Petit vosaurus） 

Petit（プチ：ちっちゃな） 

Volunteer（ボランティア） 

Saurus（サウルス≒恐竜） 

「ちっちゃなボランティア活動を行う愛くるしい恐竜」をイメージ！ 


